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【１．牛肉の需給動向】
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資料：農林水産省「農業総産出額（全国）」

畜産の産出額

３兆4,678億円

農業産出額

９兆0,015億円

肉用牛
8,257 億円

24%

肉用牛生産の位置付け・主産地

➢ 我が国の畜産の産出額は、農業産出額の約39％を占め、そのうち肉用牛は8,257億円で24%を占める。
➢ 都道府県別の産出額では、北海道と九州が大きく、鹿児島県と北海道は1,000億円超。
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肉用牛産出額 都道府県別の肉用牛産出額
（令和４年）

1,000億円～ 500～1,000億円

100～   500億円 ～  100億円

１ 鹿児島（1,258億円）
２ 北海道（1,002億円）
３ 宮  崎（  747億円）
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５ 岩  手(   283億円）
６ 宮   城（ 271億円）
７ 長   崎（ 241億円）
８ 沖   縄（  228億円）
９ 栃   木（ 200億円）
10 兵  庫(   177億円）

令和４年平成２４年

その他 
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畜産の産出額

２兆5,880億円



資料：農林水産省「畜産統計(令和６年２月現在)」、「畜産物流通統計」、財務省「貿易統計」、（独）家畜改良センター「牛個体識別全国データベースの集計（令和５年度） 」

繁殖・肥育一貫農家
育成・肥育一貫農家

牛肉供給量
約８５３千㌧
（部分肉ベース）

国産
約３５１千㌧

（41.1％）

輸入
約５０２千㌧
 （58.9％）

海外繁殖農家 肥育農家

和牛
約１７１千㌧
 （20.0％）

交雑種(Ｆ１)
約９５千㌧
 （11.1％）

乳用種
約８２千㌧
 （9.6％）

と畜頭数
約10千頭

肥育もと牛
生体輸入

酪農家

２歳以上頭数
（ R5.2→R6.2 ）
８９６→８９０千頭 

受精卵移植産子

育成・肥育一貫農家

と畜頭数
約260千頭

育成農家 肥育農家

交雑種(Ｆ１)
約567千頭

肥育もと牛

繁殖農家

肥育農家

と畜頭数
約514千頭

肥育もと牛

和牛経産牛

肥育牛
約842千頭

子取り用めす牛頭数
（R5.2→R6.2）

645千頭 →640千頭

和
牛
生
産

交
雑
種
（ 

Ｆ
１

）生
産

乳
用
種
生
産

 冷蔵・冷凍
 約502千㌧
 （部分肉ﾍﾞｰｽ）

輸
入
牛
肉

育成農家

乳用種経産牛

肥育農家

育成・肥育一貫農家
と畜頭数
約314千頭

肥育もと牛
ヌ
レ
子

ヌ
レ
子

（  

和
牛

×

乳
用
種

）

乳用種
約208千頭

その他
約３千㌧
（0.4％）

※その他には、子牛を含む

輸
入
等

肥
育
も
と
牛

※令和５年度

供給構造
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R12年度目標（現行）40万トン

国内牛肉生産量（部分肉ベース）の推移と現行酪肉近の目標

R５年度  35.1万トン

（年度）

牛肉の供給動向

➢ 牛肉の供給量は、令和２年度以降、円安等の影響により輸入量が減少した結果、令和５年度は85万トン。
➢ 牛肉の生産量は緩やかな増加傾向にあり、令和５年度は３５万トン。現行酪肉近における生産量目標は令和12年度40万トン。
➢ 牛肉の自給率（重量ベース）は長期的に減少傾向。令和５年度は、輸入が減少し、生産が増加したことから、前年度より１ポイント上昇し40％。

牛肉供給（部分肉ベース）の推移

6資料：農林水産省「畜産物流通調査」「食料需給表」、財務省「貿易統計」、ALIC「食肉の保管状況調査」

資料：農林水産省「畜産物流通調査」

NZ産
〔85%〕

豪州産
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※〔 〕は対
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ｶﾅﾀﾞ産
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ＢＳＥ発生

円安
（27）

96 

95 90 
81 

72 72 

51 
39 34 

43 42 40 42 41 42 40 38 36 36 35 36 38 39 40

84 61

43
30 28

15 11 9 12 11 10 11 11 12 12 11 10 10 9 9 10 11 12

0

20

40

60

80

100

S3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

H
2 7

1
2

1
7

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

R
元 R

2
R

3
R

4
R

5

自給率（重量ベース）

飼料自給率を考慮した自給率

資料：農林水産省「食料需給表」 注：R５年度は概算値

(千トン)

(%)

牛肉の自給率の推移

（年度）

（年度）



（千トン）

品種別牛肉生産量（部分肉ベース）の推移

年度

←総生産量

品種別の生産動向

➢ 国内生産量は、畜産クラスター事業の取組等により、平成29年度からは増加傾向で推移。品種別の生産量では、乳用種は減少傾向で推移して
いるが、和牛・交雑種は増加傾向で推移しており、令和５年度は、全体では35.1万トン。

➢ 和牛が約17.1万トン（約49％）、交雑種が約9.5万トン（約27％）、乳用種が約8.2万トン（約24％）。
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資料：農林水産省「畜産物流通統計」
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和牛去勢格付率
（平成24年度） （令和５年度）

A5 20.1% A5 63.6%

A4 38.4% A4 25.8%

A3 24.7% A3 6.4%

資料：家畜改良センター個体識別全国データベース「届出情報の統計」、農水省「食肉流通統計」、「畜産物生産費統計」、（公社）日本食肉格付協会

（千頭）

（ｋｇ/頭）

うち黒毛和種の母牛由来
（黒毛和種を母牛とした受精卵産子を含む）

うち受精卵由来
（黒毛和種以外を母牛とした受精卵産子）

(5.5%)
(9.2%)

(10.5%)
(7.5%)(6.0%)

155

162
167

162 161

151

143
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149
152

161 161
165

171

100
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120

130

140

150

160

170

180

22 23 24 25 26 27 28 29 30 令元 2 3 4 5

（千トン（部分肉ベース））

➢ 近年の黒毛和種の出生頭数は、黒毛和種の母牛由来、受精卵由来とも、増加傾向で推移。
➢ 家畜改良や飼養技術の向上により、枝肉重量も増加傾向。
➢ その結果、平成29年度以降、和牛肉の生産量は増加傾向で推移。なお、A５の格付割合も大きく増加。

和牛肉の生産量及び肉質の動向
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黒毛和種の出生頭数と受精卵由来の割合

枝肉重量の推移（和牛去勢）

和牛肉の生産量

(年度)

(年度)

(年度)
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魚介類

肉類及び魚介類 一人あたり消費量の推移

人口の推移

9資料：農水省「食料需給表」

消費動向（一人あたり消費量）

➢ 食肉全体の一人あたり消費量は、食文化の西洋化や魚介類の消費の減少等に伴い、増加傾向で推移。

➢ 牛肉の一人あたり消費量は緩やかな増加傾向にあるが、令和３年度以降、新型コロナウイルス感染症や物価上昇の影響等により減少し、令和

５年度は6.1kg/年。現行酪肉近の目標は令和12年度6.9kg/年。

➢ 人口は、平成20～令和５年の15年間で3％減少。更に、令和５～令和12年の7年間で3％減少する見込み。
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資料：総務省「人口推計」（各年10月1日時点）
国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計（令和５年推計）」（出生中位・死亡中位）

（年）

人口最多 平成20年：１億2,808万人

令和５年：１億2,435万人

15年で▲３％
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（kg）

（年度）

牛肉の一人あたり消費量の推移と現行酪肉近の目標

R12年度目標（現行）6.9kg

R５年度 6.1kg

令和12年見通し：１億2,012万人

7年で▲３％

資料：農水省「食料需給表」




